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  待降節が始まります。今年もこの地上に神が来られる。人となって私たちの中に生まれる。良

い準備をしてお迎えしたいものです。クリスマスのまつわることをおさらいしてみましょう。 

【待降節】キリストのご降誕を待つ季節のこと。12 月 25 日と決まったのは後の時代なので、昔

は１月６日頃の「主の御公現」からさかのぼって 40 日前から始めていたようです。 

【クリスマス】クリスはキリスト、マスはミサ。ラテン語での「キリストの生誕を祝うミサ」を、

英語で発音するとクリスマスになります。 

【典礼色は紫に】イエス様の死を思い、祈りと犠牲を捧げて身を正す四旬節と同じ色です。かつて

は悔い改めが強調されていましたが、むしろ、キリストの到来を待ち望む喜びと希望を胸に準備

する季節です。とは言え、自我の欲望を控え、罪を避け、愛の行動を増やして祈ることは、「主

イエス来てください」という心を養ってくれますね。またミサの中では四旬節と同じく「栄光唱」

は唱えません。グロリアは、お祭りの当日にとっておきます。 

【サンタクロースはいるのか】いらっしゃいます。 

サンタニクラウスつまり聖ニコラスが隠れて貧しい人々にプレゼントをしたように、現代でも多

くの善意の人の心に天国から働きかけます（悪に負ける人の心もクリスマスだけは良い心にして

くれるでしょう）。煙突から入ることは難しいので、人の心に入ってイエス様の恵みを分配する

仕事を手伝ってくれます。私達がサンタさん（聖人）になりますように。隠れた行いが大切です。 

【お生まれになる救い主の名を呼ぶのは私達】 

マリア様に大天使ガブリエルが現れたのは有名ですが、ヨザフ様にも大天使は現れて「男の子の

名前をイエスと名付けなさい」と告げます。その名の意味は、神は助けてくださるという意味で

す。そしてもう一つのお名前を告げます。インマヌエルという名です。意味は私たちの共におら

れる神。 

生まれてくる方はインマヌエル、共にいてくださる神と呼ばれることになるというのです。イエ

ス様を、そうお呼びするのは、ヨゼフ様ではありません。やがてイエス様を信じて神様をお父さ

んと呼んで、親しみを感じることになる人類、すなわち私達だというのです。 

  主イエスの到来を待ち望みましょう。ともにいてくださる神様に手を合わせ、今日の一日を過

ごしたいと思います。神様の御旨が今日も行われるように願って、小さな愛の奉仕に心を込めて

捧げていきましょう。 

 

  



死 者 の 月 に 思 う  

洗礼者ヨハネ 森 田  重 昭 

幌別に越してきて２年が経とうとした頃、登別市在住の３０代のＡさんが 

「僕は死んだあとの世界は絶対に信じないね。人間は死んだらそれでおしまいだよ」と、僕がカトリック

信者であるということを念頭に置いて言いました。 

彼の父親は数年前に病死。父親が創業した会社を継承し、その後ますます業績を伸ばし周囲の評判も良い。

月命日には、欠かさずお坊さんに仏壇の前で読経してもらっている。 

Ａさんはそれまでは正座することが殆どなかったので、読経の間に足がしびれ、立ち上がろうとして倒れ

てしまったこともありました。ところがそれも月日を重ねるうちに最後まで正座できるようになった、とＡ

さんは自慢げに語りました。 

「毎月お坊さんがいらして、家族全員でお父さんのためにお祈りをするのは、お父さんが死後の世界で生

きているという事ではありませんか。胡坐（あぐら）ではなく正座してお祈りをするのは、亡き父親に畏敬

の念を示しているからでしょう。家族の健康、家内安全や会社の経営がうまくいきますようにとお祈りの中

に込めていませんか。」 

僕はさらに言葉を続けました。 

「亡くなったお父さんのためにお坊さんと一緒にお祈りをするのは、死後の世界つまり天国、楽園、極楽

という所に行きついていなければ早く行きつくことができますように、という願いがあるからで、つまり極

楽往生を願って祈るのではありませんか」 

Ａさんは最後まで死後の世界があるとは言いませんでしたが、心の中では「永遠の世界がある」と考え方

が変わってきたように感じました。 

また、あるお葬式で「人が亡くなるとなぜ悲しいのでしょうか。それは人が亡くなることによって、この

世の中で私達の事を知っている人がいなくなってしまうからです。この世の中から親しく付き合い、何もか

も分かってくれている人がいなくなるのは本当に悲しいものです。」とご住職が説法しました。 

果たしてそうでしょうか？確かに寂しくなりますが悲しみとは違うとおもいます。亡くなった人々は地上

と永遠の光の世界との橋渡しをしてくださいます。私達は亡くなった人々のために祈り、亡くなった人々は

神様に私達の事を取り次いでくれています。お互いにお祈りを必要としています。ミサ毎に「聖母マリア、

すべての天使と聖人、そして兄弟のみなさん、罪深いわたしのために神に祈ってください」また奉献文で「す

べての死者を心に留め」と祈ります。私達はみんな神の子なので、血族である親族、兄弟姉妹はもちろん、

血のつながりがないすべての死者のためにも祈ります。諸聖人の翌日に死者の日を記念するのは、聖人だけ

が天国にいるのではなく、私達の兄弟姉妹も永遠の光の中にいるとことだと思います。死者の月は、まだ神

の光の中に受け入れられていない人がいるならば、その人たちのためにお祈りしましょうということではな

いでしょうか。 

死者のための祈りは、私達が亡くなった後も、教会という共同体が世の終わりまで祈り継いでくださいま

す。 

ファチマの祈り 

「主イエス・キリスト、私達の罪を許してください。私達を滅びから救い、すべての人々、特にあなた

の憐みを最も必要としている人々を、天国に導いてください」 

  



司祭館、綺麗になりました。 

教会は今から５５年前に、司祭館はその５年後に建て

られました。それは幌別小学校グラウンドの近くに、

まるで野原のような風景の中ポツンと立っていたこ

とを、当時小学生だった私はかすかに覚えています。 

友達数人と何だろうと思い玄関を覗いたものです。あ

れから教会は、今から約２４年前に新築されましたが、

司祭館はそのままです。幾度か手を加えましたが、土

台は湿地帯の上に建てられたため少しずつ沈んで行

きました。そのためカビの臭いが酷く、司祭館に入る

と頭がクラッとするほどになってしまいました。どう

したら良いものかと、ほっておけないおせっかいな信

者数人が相談の上、場崎仰太郎さんにお願いしてみよ

うということになりました。 

１）まずは、神父様の部屋をカビ臭さから解放しよ

う！床は剥がしから始まり、クローゼット、布団

類などカビ臭いものはほとんど捨て、カーテンも

新しく取り替えました。（清潔感溢れるほど綺麗

になりました。） 

 

 

 

２）土台がどんどん沈んで、空気口が隠れ、場崎さん

のアイデアで写真のようになりました。 

 

３）長年溜まりに溜まって入ることもままならなか

った物置の物を最小限の物だけ残して、車で４回

ごみ収集所に捨てて貰いました。（すっきり、中

で会議ができるほど広くなりました。） 

 

４）台所はベンチを作って貰いその下に物入れを、テ

ーブルは人数によって広くできるよう工夫して

くれました。（お茶会、みんなの知恵が集まる憩

いの場です。） 

 

５）その他もあります。 

 

場崎さんは、次から次と出てくるワガママナ意見をに

こやかに聞いて下さり実現して下さいました。感謝い

たします。 

上杉神父様、寝袋で寝るから大丈夫、などとおっしゃ

らず、登別教会でもゆっくり体を休めて下さい。 

信者のみなさん沢山のアイデア、片づけなどご苦労様

でした。楽しかったですね。 

古川世津子。 

 



 

 

 

  役員打ち合わせから信徒例会へ   

 １１月から、「役員打ち合わせ」の名称が「信徒例会」に

変わりました。登別教会は、小さな共同体です。役員だ

けでなく、例会の中で教会運営に関わる行事予定や行

事内容、おとずれ編集などの提案を皆で検討し、決定

することになりました。信徒一人一人が自分の教会と関

わり共同体の一員として共に歩むために信徒例会に参

加してください。それが、神様に奉献することを願って。 

 

 

苫小牧地区連絡協議会 

  １１月１６日（日）苫小牧カトリック教会に於いて、第２回苫小牧地区連絡協議会があ

り、会長、副会長２名、合わせて３名で協議会に参加してきました。 

協議の内容は 

① 高齢化する教会の取り組み 

・各教会の現状と取り組みを発表 

・高齢者が教会に足を運んでもらうための取り組み。子どもとの交流、高齢者に 

優しい施設への改善、若年層や子どもを対象にした取り組み、外部への働きかけなど

の意見が聞かれた。 

  ② これからの信徒、教会のあり方について   

・司教様の提案の「私達の教会は、どの段階か」は、２～４段階の教会でした。 

この提案は、南アフリカの教則本として作くられたもの、司教様のお考えを聞 

く機会があるといいですね 

・神父様のいなくなった教会から信徒が中心の教会になってきた 

・第２バチカン公会議後、信徒使徒職の意識の変化が始まった。 

・信徒使徒職としての使命を持っているか？など、他にも、いろいろな意見が 

ありました。詳しくは、後日、記録が送られてきます。 

 

 

訂正と謝罪 

前回の「おとずれ」編集後記の中

で、森田重昭様のご芳名を「森田重

明さん」と記名してしまいました。しっ

かり確認をせずに大きなミスをしてし

まいました。心中より謝罪申しあげま

す。今後の「おとずれ」の編集に細

心の注意をはらい、よりよい紙面づく

り に 努 め て い き ま す 。          

小塚 

１１月の信徒例会で話し合ったこと 

・１２月行事の調整  

・おとずれの編集について 

・クリスマスの取り組みの確認   

・苫小牧地区連絡協議会に向けて 

編集後記 

今回は、伝えたいことがたくさんあ

り、紙面に収め切れなくて、要約して

しまいました。すみません。浦・小塚 


